
 

 

 

 

  

 

〇いよいよ来年度のPTA役員および委員、外部団体担当の方への引継ぎについて、調整を始めました。 

・現小学部 2年生の PTA会員の方は、令和 6年度に校内の活動を担当することになっています。 

・現役員学年の小学部 3年生の PTA会員の方は、令和 6年度には市Ｐ連等の外部の活動を担当することに

なります。年明けには役員選出や引継ぎを行いますので、ご協力をよろしくお願いします。 

〇活動開始 4年目を迎える本校PTAにとって、令和 6年度は、今後の方向性を決めていく年となります。 

① 本校 PTA は、令和元年度に立ち上げ委員会を設け、多くの保護者の皆様および教職員が様々意見を出し

あって活動の形を模索し、令和２年度に規約を作り上げ、令和３年度から活動を開始し、今年度は３年

目です。来年度は活動を見直していく年にあたります。 

・「委員会での活動内容は、４年に１度、小学４年生の PTA 会員が、内容および負担が適当であるかを見直

し、次年度定期総会で提言することができる。〈PTA 規約 第２０条〉」 

・「第２０条に規定する委員会活動の見直しは、令和６年度の小学４年生のＰＴＡ会員が行い、令和７年度

定期総会で提言することができる。以後、４年ごとの見直しを行うものとする〈PTA 規約 附則 第３条〉」 

②また、令和 3年度に検討をした『神奈川県特別支援学校肢体不自由教育校ＰＴＡ連合会』への加入につい

て、再検討をする年でもあります。（活動内容については次の記事を参照してください。） 

・「『神奈川県特別支援学校肢体不自由教育校ＰＴＡ連合会』、『関東甲越地区肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ

連合会』、『全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会』への加入は、令和３年度のＰＴＡ発足後に、検討

し決定する。 

※「神奈川県特別支援学校肢体不自由教育校ＰＴＡ連合会」への加入についての検討を継続することと

なった。但し、令和６年度のオブザーバー参加を依頼したうえで、令和７年度からの入会を検討する

こととする。」〈ＰＴＡ規約 附則 第４条〉」（令和３年１２月臨時総会で可決しました。） 

PTA 会員全員で考えていきたいと思います。皆様、よろしくお願いいたします。 

 

 

神奈川県の特別支援学校肢体不自由校の PTA が集まって、役員校が中心となり、PTA 連合会運営マニュア

ルをもとに運営をしています。マニュアルの中に役員選出について『各単位PTAをグルーピングし、2年間グ

ループ内で役員を分担し協力し合って運営する。加入順に割り振りしています。』と記載されています。本校は

その役員輪番表に PTA 発足後の加入を見越してＡブロックに入っています。（令和 2 年度の神肢 P 連臨時総

会で承認済み）A ブロックの役員担当が、令和 4、5 年度でした。教員がオブザーバー参加をし、書記を担当

しています。（開校時は校長がオブザーバー参加をしていました。）今まで、オブザーバー参加なので、全体へ

お知らせはしていませんでしたが、令和 7年度の入会検討の資料として、神肢P連で取り組んでいることを今

後、「かけはし」でお知らせします。 

 

～主な活動～ 

定期総会と理事会：定期総会で事業内容を決定します。理事会で、必要な事項を審議し、単位 PTA同士の情

報交換を行います。（計6回） 
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要望書の提出：市P連特支部会と同じように、各校から要望を集め、まとめた形で県教委へ提出します。理

事会で県や市の教育委員会より要望書の回答が直接いただけるので、その場で質問をするこ

ともできます。 

研修会：今年度は、救急救命法の講習会でした。ブロックの役員分担の仕事の一つとして、研修会を担当し

た担当校が計画します。 

＊令和４年度より、会場とオンライン併用のハイブリッド開催をしています。 

 １２月５日（火）第４回保護者進路学習会を実施しました。今回のテーマは「『あんしんノート』書き方講座」

と題して横浜重心グループ連絡会 ぱざぱネット の齋藤様を招いてお話いただきました。 

 『あんしんノート』とは、障害がある本人の状態（緊急対応時・生活情報・体調管理等々 

を記録しておくことで、支援者に的確かつ素早く理解してもらうためのツールとなります。 

 記録項目がたくさんあるので、大変そうに感じられますが、記録のコツを教えていただきました。 

12 月 1５日（金）に株式会社ＯＫＩワークウェルの方に来校いただき、高等部 1 組１学年を対象とした出

前授業を行いました。同社は、障害のある方の在宅就労に取り組まれている企業の一つで 

す。来校いただいた講師の方に加えて、実際に在宅勤務をされている障害のある社員の方 

にもネットワークで参加していただき、障害のある方の在宅勤務の実際や多様な働き 

方などについて生徒たちに紹介してくださいました。生徒たちには貴重な学びになりました。 

  令和 6年 1月 19日（金）10:30～13:00まで、福祉車両の展示会を行います。トヨタより、『ボクシー』

『シェンタ』ニッサンより『セレナ』『バネット』『キャラバン』（車両は変わる可能性があります）の車両を展

示いたします。担当の方に質問もできます。大きめの車いすで、乗り降りや車の中の広さを確かめることがで

きますので、ぜひ、お越しください。COCOOのアンケートでおおよその人数を把握するため参加希望を取り

ますが、当日参加でも構いません。 

 また、「港南区自立支援協議会サンフラワーあったかいね」の企画として行いますので、研修会議室で行う座

談会にもぜひご参加ください。座談会には、区のソーシャルワーカー、基幹相談支援センター、社会福祉協議

会の相談員も支援者として参加しています。トヨタ、日産の担当の方にも参加していただき、車両について質

問をしたり要望を伝えたりできる場になります。 

＊降雪等で車両の展示ができないと判断した場合、中止となります。中止の場合のみ、前日にCOCOOでお

知らせします。 

 12 月 2 日（土）に保土ケ谷公会堂でほっとなまちづくりフォーラム保土ヶ谷区社会福祉大会が開催されま

した。その中の作品展に高等部の職業で製作した製品を展示しました。 

作品展には、障害福祉事業所、支援学校、保育園、小学校の作品がありました。また、 

福祉バザーでは、障害福祉事業所に加えて、高校生が企業とコラボレーションして作っ 

たドレッシングを販売していました。いろいろな方に作品を見ていただくことができま 

した。 

令和 6年 1月 19日（金）福祉車両展示会  ～港南区自立支援協議会サンフラワーあったかいね～ 

企業による出前授業 

ほっとなまちづくりフォーラム保土ヶ谷区社会福祉大会

福祉作品展 
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